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〈

人

物

表

〉

小
林

麻
美

（
４
３
）

子
供
二
人

田
辺

香
織

（
４
３
）

バ
ツ
イ
チ
・
子
無
し

桐
野

綾

（
４
０
）

結
婚
歴
な
し

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

麻
美
は
、
女
風
の
話
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
息
子
が
働
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
し
ま
う

〈

ね

ら

い

〉

・
コ
メ
デ
ィ
を
書
く



1

１
．

綾
の
部
屋
・
室
内
（
夜
）

都
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
。

小
林
麻
美
（
４
３
）
、
田
辺
香
織
（
４
３
）
が
酒
を
飲
ん
で

い
る
。
鈴
木
綾
（
４
０
）
は
机
に
突
っ
伏
し
て
寝
て
い
る
。

３
人
の
周
り
に
は
空
け
た
酒
缶
や
ボ
ト
ル
が
転
が
っ
て
い
る
。

香
織
、
空
に
な
っ
た
グ
ラ
ス
を
強
め
に
机
に
置
い
て
、

香
織

「
本
当
！

カ
ラ
っ
カ
ラ
な
の
よ
」

麻
美

「
あ
ー
。
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
気
付
か
な
か
っ
た
」

と
、
香
織
の
グ
ラ
ス
に
お
酒
を
注
ぐ
。

香
織

「
ち
っ
が
ー
ー
ー
う
」

麻
美
、
驚
く
。

香
織

「
喉
じ
ゃ
な
い
。
女
、
女
と
し
て
の
渇
き
…
…
」

麻
美
、
虚
空
を
見
つ
め
て
、

麻
美

「
あ
ー
…
…
」

香
織

「
あ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
。
麻
美
も
感
じ
て
ん
で
し
ょ
？
」

麻
美

「
何
十
年
も
前
に
諦
め
て
る
」

香
織

「
ち
ょ
っ
と
！

諦
め
た
ら
そ
こ
で
試
合
終
了
だ
よ
？
」

と
、
麻
美
の
肩
を
つ
か
み
、
ゆ
さ
ゆ
さ
揺
ら
す
。

麻
美
、
な
す
が
ま
ま
、

麻
美

「
う
ー
ん
…
…
」

香
織
、
揺
ら
す
手
を
止
め
、

香
織

「
い
い
？

女
の
性
欲
な
ん
ざ
更
年
期
前
が
ピ
ー
ク
。
こ
れ
か
ら
ピ

ー
ク
を
迎
え
ん
だ
よ
」

麻
美
、
肩
を
回
し
て
、
冷
め
た
よ
う
に
、

麻
美

「
え
ー
。
そ
り
ゃ
怖
い
」

香
織

「
危
機
感
を
持
て
―
」

と
、
ス
ル
メ
を
掴
ん
で
麻
美
の
前
に
出
す
。

麻
美
、
そ
の
ス
ル
メ
を
食
べ
な
が
ら
、

麻
美

「
は
い
は
い
」

香
織

「
い
い
の
か
？

こ
の
ま
ま
死
ん
で
」

麻
美

「
（
笑
っ
て
）
死
ぬ
っ
て
」

綾
、
突
然
起
き
て
、

綾

「
嫌
で
す
ね
」

麻
美
と
香
織
、
綾
の
方
を
見
る
。
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香
織

「
で
し
ょ
？
」

綾
、
真
顔
で
、

綾

「
は
い
。
普
通
に
寂
し
い
で
す
」

麻
美

「
う
ー
ん
…
…
」

香
織

「
お
い
、
輪
を
乱
す
な
。
賛
同
し
ろ
ー
」

と
、
麻
美
の
頭
を
こ
ね
く
り
回
す
。

麻
美

「
で
も
、
旦
那
い
る
し
な
ー
」

香
織

「
な
ん
だ
、
マ
ウ
ン
ト
か
？

相
手
い
ま
す
マ
ウ
ン
ト
か
？
」

麻
美

「
違
う
っ
て
…
…
そ
う
い
う
の
全
然
だ
し
」

香
織

「
じ
ゃ
あ
、
同
じ
じ
ゃ
ー
道
連
れ
じ
ゃ
ー
」

と
、
麻
美
を
後
ろ
か
ら
羽
交
い
絞
め
に
す
る
。

香
織
の
手
を
ほ
ど
き
な
が
ら
、

麻
美

「
だ
か
ら
っ
て
、
相
手
ど
う
す
ん
の
？
」

綾

「
女
風
と
か
ど
う
で
す
か
？
」

麻
美

「
え
？
」

香
織

「
そ
れ
だ
、
そ
れ
ー
」

綾

「
興
味
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
セ
フ
レ
と
も
別
れ
た
し
」

と
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
引
っ
張
り
出
す
。

麻
美
、
動
揺
し
た
様
子
で
、

麻
美

「
え
っ
セ
フ
レ
？
」

香
織

「
綾
、
セ
フ
レ
い
た
ん
だ
」

綾

「
香
織
さ
ん
い
な
い
ん
で
す
か
？
」

と
、
パ
ソ
コ
ン
を
起
動
さ
せ
る
。

香
織

「
別
れ
た
旦
那
と
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
っ
た
け
ど
…
…
あ
れ
は
な
ん
か

違
う
な
」

麻
美
、
動
揺
し
た
様
子
で
、

麻
美

「
え
っ
前
の
旦
那
？
」

綾
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
っ
て
、

綾

「
元
旦
那
と
か
新
鮮
味
な
い
っ
す
よ
ね
」

香
織

「
そ
れ
な
。
だ
か
ら
枯
れ
る
」

綾
、
画
面
を
見
な
が
ら
、

綾

「
ん
ー
、
女
風
あ
り
過
ぎ
る
」

香
織

「
見
た
い
見
た
い
」

と
、
パ
ソ
コ
ン
を
覗
き
込
む
。
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麻
美
、
二
人
の
間
に
割
り
込
ん
で
、

麻
美

「
ね
ー
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

香
織
と
綾
、
麻
美
を
見
る
。

麻
美

「
ご
め
ん
。
全
然
つ
い
て
い
け
て
な
い
」

香
織

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
と
り
あ
え
ず
、
女
風
で
探
そ
っ
て
話
」

麻
美

「
い
や
、
〝
じ
ょ
ふ
う
〟
っ
て
な
に
？
」

香
織

「
え
っ
、
マ
ジ
で
？

知
ら
な
い
？
」

麻
美
、
頷
く
。

香
織

「
重
症
患
者
入
り
ま
ー
す
」

綾

「
女
性
用
風
俗
で
す
ね
」

麻
美

「
女
性
用
？

風
俗
？
」

香
織

「
そ
う
」

麻
美

「
な
い
な
い
。
そ
ん
な
の
利
用
し
よ
う
と
し
て
ん
の
？
」

香
織

「
安
全
、
安
心
、
本
番
な
し
。
マ
ッ
チ
ン
グ
よ
り
い
い
と
思
う
け
ど

？
」

麻
美

「
い
や
、
そ
う
い
う
事
じ
ゃ
な
く
て
」

綾

「
で
も
、
本
番
な
し
と
か
、
逆
に
モ
ヤ
っ
て
も
嫌
で
す
よ
ね
ー
？
」

香
織

「
そ
こ
は
相
手
次
第
で
し
ょ
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
問
題
な
し
」

綾

「
ま
あ
、
試
し
て
み
て
―
―
」

麻
美

「
違
う
、
違
う
。
（
強
め
に
）
本
番
と
か
の
問
題
じ
ゃ
な
い
っ
て
。

二
人
の
会
話
お
か
し
い
よ
」

一
瞬
、
静
ま
り
か
え
る
。

香
織

「
（
辛
そ
う
な
声
で
）
若
い
頃
嫌
っ
て
た
お
っ
さ
ん
み
た
い
な
会
話

に
な
っ
て
ん
の
は
悲
し
く
な
る
よ
ね
」

綾

「
辛
い
っ
す
ね
」

香
織

「
こ
れ
が
ア
ラ
フ
ォ
ー
」

綾

「
そ
し
て
、
更
年
期
へ
…
…
」

香
織
と
綾
、
大
袈
裟
に
溜
息
を
つ
く
。

麻
美

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
っ
て
。
で
も
、
男
を
買
う
と
か
…
…
」

香
織

「
う
ー
ん
、
買
う
っ
て
い
う
と
、
な
ん
か
ね
」

綾

「
お
付
き
合
い
頂
く
？
」

麻
美

「
で
も
、
風
俗
で
し
ょ
？
」

香
織

「
ま
あ
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
と
り
あ
え
ず
、
見
て
み
よ
」

綾

「
で
す
ね
」
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麻
美

「
い
や
、
私
は
い
い
よ
」

そ
っ
ぽ
を
向
く
麻
美
を
真
ん
中
に
し
て
、
三
人
で
パ
ソ
コ
ン

を
見
る
。

綾

「
と
り
あ
え
ず
、
有
名
店
で
す
か
ね
」

香
織

「
変
な
の
は
い
な
さ
そ
う
だ
よ
ね
」

ペ
ー
ジ
を
進
め
て
い
く
二
人
。

綾

「
あ
っ
、
こ
の
子
可
愛
い
」

香
織

「
韓
流
系
だ
。
綾
、
好
き
そ
」

麻
美
、
チ
ラ
ッ
と
見
る
。

香
織

「
私
、
こ
の
人
か
な
」

綾

「
な
ん
か
、
前
の
旦
那
さ
ん
に
似
て
ま
せ
ん
？
」

香
織

「
う
わ
ー
。
無
意
識
に
選
ん
じ
ゃ
っ
て
ん
の
嫌
」

麻
美
、
チ
ラ
ッ
と
見
る
。

綾

「
新
人
と
か
ど
う
で
す
か
ね
？
」

香
織

「
え
ー
、
初
め
て
は
ベ
テ
ラ
ン
の
が
良
く
な
い
？
」

綾

「
初
心
な
発
言
」

香
織

「
お
ば
さ
ん
の
初
心
は
駄
目
で
す
か
？
」

綾

「
ま
あ
、
他
店
か
ら
の
移
動
も
新
人
で
す
か
ら
」

香
織

「
そ
れ
だ
」

綾
、
新
人
紹
介
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

麻
美
、
画
面
を
見
る
。

パ
ソ
コ
ン
画
面
。
新
人
紹
介
の
ペ
ー
ジ
が
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
く
。

麻
美
、
急
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
立
ち
上
が
る
。

香
織

「
（
笑
っ
て
）
ち
ょ
っ
と
急
に
。
見
え
ん
し
」

綾

「
麻
美
さ
ん
。
ま
さ
か
、
つ
い
に
？
」

麻
美
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
一
人
の
新
人
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
。
食

い
入
る
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
見
る
。

必
死
の
形
相
。

香
織
、
麻
美
を
見
上
げ
な
が
ら
、

香
織

「
気
に
入
っ
た
ん
？
」

綾

「
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
主
婦
で
も
利
用
し
て
る
人
多
い
で
す
し
」

麻
美

「
（
大
声
で
）
違
う
！
」

香
織
と
綾
、
麻
美
の
声
に
驚
く
。
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香
織

「
ど
う
し
た
？
」

麻
美
、
力
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
を
香
織
に
渡
す
。

麻
美
、
ソ
フ
ァ
ー
に
突
っ
伏
す
。

香
織
、
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
。
綾
も
覗
き
込
む
。

新
人
の
日
記
ペ
ー
ジ
。
顔
に
は
黒
目
戦
。

香
織

「
こ
の
子
が
ど
う
し
た
？
」

麻
美
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
顔
を
つ
け
た
ま
ま
、

麻
美

「
私
の
息
子
（
よ
く
聞
こ
え
な
い
）
」

綾
と
香
織
「
え
っ
？
」

麻
美
、
顔
を
あ
げ
て
、

麻
美

「
私
の
息
子
」

綾
と
香
織
「
え
え
ー
っ
」

静
ま
り
か
え
る
。

外
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
音
が
聞
こ
え
る
。

再
度
、
画
面
を
確
認
す
る
香
織
と
綾
。

麻
美
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
顔
を
つ
け
て
、

麻
美

「
あ
あ
ー
っ
」

（
つ
づ
く
）


